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評価結果 

（１）GMC サンゴ生育基盤によりサンゴ幼生の着床を促進できることが確認された。(ウスエダミドリイシ)  

（２）GMC サンゴ生育基盤により移植片サンゴの成長を促進できることが確認された。(スギノキミドリイシウスエダミドリイシ、ハナヤサイサンゴ) 

（３）GMC サンゴ生育基盤により稚サンゴの成長を促進できることが確認された。(スギノキミドリイシ、ウスエダミドリイシ） 

※括弧内は、実証試験で本技術の効果が確認されたサンゴ種 

GMC サンゴ生育基盤 

サンゴ礁は地球表面積の約 0.2％にすぎないが、全海洋生物の約 25%が生息する重要な生態系基盤であり、海洋生態系全体を支えている。

サンゴ礁は、観光資源や環境教育の場としての価値に加え、防波堤・潜堤の砕波帯形成による波浪低減効果、水産生物の保護・育成効果を通じ

て、国土保全や水産資源の増加にも寄与している。 

GMC サンゴ生育基盤は、電着技術を応用した新しいサンゴ再生手法（GMC 技術）である。20 年以上にわたる実験により、流電陽極法（海

中部の杭や矢板等の鋼材にアルミニウム合金などの陽極を接続し、電流を流す方式）で発生する電場を制御することで、サンゴの成長に適し

た電場条件を設定できることが明らかとなった。現地試験では、従来法と比べて、サンゴ幼生の着床数が約 6 倍、移植片サンゴの成長量が 1.5

～2.5 倍、稚サンゴの生残率が約 3.5 倍、成長促進効果が 2～4 倍となることが確認された。また、本基盤は鋼材を主材料とし、板状、棒状、

線材など多様な素材を加工して製作できるため、形状の自由度が高く、さまざまな底質条件に設置できる点も特長である。 

図-1 サンゴ生活史と開発目標 

図-３ 施工実績 

図-2 サンゴ幼生の着床数の比較 

GMC サンゴ生育基盤 素焼きタイル FRP 製基盤 

 
GMC サンゴ生育基盤 

図-3 稚サンゴ生育様子の比較 

図-4 多様な GMC サンゴ生育棚 
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